
***** 地域と共にある学校として、皆さんの知恵と経験、力を融合させ、子どもたちの笑顔と学びの充実につなげていきます!! ***** 

令和８年度 鷹南学園三鷹市立東台小学校 学校経営方針【概要版】202６.4.1 
鷹南学園三鷹市立東台小学校 

校長 上原 義人 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

教職員の行動指針 

〈学び続け、専門性を高める〉 
・高い志をもち、主体的に職務に取り組みＩＣＴ 

活用や最新の指導法を学び続ける。 
・児童の小さな変化やよさを捉える観察力と、共 
感的理解に基づく指導の実践。 

・児童、保護者、地域、同僚の声に真摯に耳を傾 
け、自らの指導や職務に生かす。 

・社会に広く目を向け、豊かな人間性を磨き、 

児童の「わくわく」を引き出す伴走者となる。 

〈安心できる温かい職場をつくる〉 
・互いに配慮し、協力し合える温かい関係性を 
築き、「働きやすさ」を追求する。 

・業務の効率化により、心身の健康を保持する 

とともに、大人自身が働く楽しさを実感し、 
ゆとりをもって児童と向き合う時間や研鑽の 
時間を確保することで「働きがい」を実感。 

・学級の課題を一人で抱え込まず、学年・学校 
全体で支え合う同僚性を発揮する。 

〈信頼され、服務を厳正にする〉 

・法令遵守と人権意識を徹底し、児童の模範と

なる誠実な言動・振る舞いに努める。 

・「報告・連絡・相談」を徹底し、危機管理意識

をもって迅速・組織的に対応する。 

・児童・保護者・地域等からの相談や苦情には丁

寧に対応し、誠実な情報発信を行う。

東台小学校の教育目標 

○よく考える子ども  ○健康な子ども  ◎思いやりのある子ども 

鷹南学園の教育目標 
「地域に根ざし、夢と希望をもち、ともに学び、未来を切り拓き、社会を担う主体的で創造力あふれる児童・生徒を育てる」 

○自ら課題を見つけ学び、考え、解決する人  ◎自分や相手を大切にし、優しさを広げる人  

○自ら心身の健康を保ち、進んで行動する人 ○地域の一員としての自覚をもち、社会に目を向ける人 

東京都教育施策大綱 

三鷹市教育ビジョン 2027 

三鷹市教育支援プラン 2027 

管理運営に関する規則 

児童・生徒の実態 

家庭・地域の願い 

教職員の願い 

社会的な要請 

本校の歴史と実態 

法令遵守の学校経営 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

児童の権利条約 

こども基本法 

いじめ防止対策推進法 

教育機会確保法 

東台小の合言葉「挑戦・協力・笑顔！」 

          目指す児童像（令和８年度の重点） 

「すすんで学び、挑戦し、力を合わせて学校生活をよりよくする子」 
 

よく考える子どもを育む 

 
 
【取組】 
■達成感のある授業 
・「わかる・できる」を実感できる 
授業づくり。 

■成功体験の創出 
・ICT を活用した計画的な振り返
りを通して自己の成長を実感。 

■学びの最適化と ICT 活用 
・個別最適な学びと協働的な学び 
の一体的な推進。ICT 活用ルー 
ルの徹底と定着。 

■個に応じた教材・手法 
・発達段階や特性、習熟度への合 
理的配慮。 

■探究と協働の育成 
・教科横断的な学びによる課題解 
決力の向上。互いの違いを認め 
学び合う力の育成。 

■学習規律の徹底 
・「鷹南スタンダード」に基づく落 
ち着いた学習環境の構築。 

■地域連携と基礎固め 
・地域人財との連携と、未来塾、 
ドリルタイム活用による基礎・ 
基本の定着。 

■家庭学習の工夫と啓発、習慣化 
・AI ドリル活用と家庭との連携。 

 

学校や子どもたちを「縁」とした 

つながり＝スクール・コミュニティの発展 

学ぶ楽しさを得られる学校 

健康な子どもを育む 

 

 

【取組】 

■生活習慣の自己改善 

・「すこやか調べ」による振り返りと 

実践。 

■外遊び・運動の促進 

・休み時間の活用による体力向上と

自信の醸成。 

■体育的活動の継続 

・短縄・長縄・持久走等の体育的活

動の充実による運動能力の向上。 

■個別最適な運動指導 

・自分に合った種目や方法を選べる

支援。 

■オリ・パラレガシーの継承 

・スポーツ学習や体験活動の継続。 

■多様性と心の教育 

・共生社会への理解、挑戦する心や

困難をしなやかに乗り越える折

れない心（レジリエンス）の育成。 

■食育・保健指導の充実 

・バランスのよい食生活の指導と心

身の健康づくり。 

心身ともに健康でいられる学校 

思いやりのある子どもを育む 

 

 

【取組】 

■主体的な参画 

・児童の意見を尊重し、よりよい 

学校生活を共に創る風土づくり。 

■挑戦を称える文化 

・失敗を笑わず、そこから学び、 

挑戦を応援する集団づくり。 

■居場所と絆の構築 

・教職員による安心感の提供と、 

児童同士のつながり強化。 

■いじめ防止の徹底 

・道徳・学活を通じた意識啓発と、

校内委員会の活性化。 

■不登校・長期欠席支援 

・校内支援教室の整備と活用、一人

ひとりに寄り添う組織的対応。 

■心の通う言葉の習慣化 

・挨拶や「助けて」を素直に言える、

温かい関係性の構築。 

■安全意識の向上 

・発達段階に応じた生活・交通・災

害安全の知識・技能の習得。 

***** 誰もが笑顔で活躍できる楽校!! ***** 

安心して過ごせる学校 

つながりを大切にし自分を伸ばす子どもを育む 

 

 

【取組】 
■学校・家庭・地域の共有、共育・協育 
・目指す学校像、育てたい児童像を
家庭、地域、学習支援ボランティ
ア、スクールサポーター（SS）等
と共有し、共に学び育む「共育」、
協働して育む「協育」活動を推進。 

■CS を核とした地域連携 
・コミュニティ・スクールを通じた
地域人財との連携、地域資源を生
かした教育活動の推進。 

■顔の見える信頼関係 
・地域行事への積極的な参加によ
る、児童・教職員と地域のつなが
りを強化。 

■多様な交流と自己有用感 
・幼保・小小中・保護者・地域との
交流を通じ、将来への憧れや「自
分は誰かの役に立っている」「自
分は将来こうなりたい」という思
いをもてるようにし、自己有用感
や自己肯定感を高めていく。 

■小中一貫教育校としての一体感 
・小・中相互乗り入れ授業の実施 
・学園生としての帰属意識の醸成。 

つながりを大切にする学校 

 「みんなが笑顔で わくわくする楽校（がっこう）」 の共創 
 ～個人と社会の幸せ（ウェルビーイング）の実現を目指して～ 

〇子どもにとっては …「今日は何をしよう」「明日も学校が楽しみ！」と期待をもって登校できる学校 

〇教職員にとっては …専門性を高めながら子どもたちと共に成長することに喜びを感じられる学校 

〇保護者にとっては …子育てを共に考え、安心して相談できる学校 

〇地 域にとっては …未来を担う子どもたちの成長を共に支え、誇りに思える学校 
 

自立 

共生 

協働 

昨年度の成果：小・中一貫教育の進展、自己調整力の芽生え 
今年度の重点：乗り入れ授業の実施、不登校・個別支援の充実 
       交流活動のさらなる充実 

３つのアプローチ 

家庭・地域との対話 

教職員の対話 

子どもとの対話 

目指す学校像 


